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１　基本情報

まちづくり協議会名 宝塚市末成小学校地域まちづくり協議会

地域ごとのまちづくり計画 【基本目標】

【具体的な取り組み】

地域ごとのまちづくり計画対話シート

令和5年（2023年）11月21日

市民協働推進課

杣　晴薰

Ⅰ　安全で快適なまちづくり
Ⅲ　健康で心がふれあうまち

4　生活の利便性の追求と環境改善
（1）高齢者や障碍者等の移動が困難な人のための
　　　交通機関の充実を検討する
　　 ①困難な人の交通手段について行政等の
　　　 関係機関と協議する

5　移動手段の改善
（1）福祉バスの運行の実現を図る
　　 ①市や阪急バス、企業などに対して、福祉
　　　 バスの運行を実現できるように働きかける
（2）交通弱者へのコーディネートを行う
　　 ①交通弱者(免許返納者等)が社会にスムーズに
　　　 接することができるようにコーディネート
　　　 する

取組内容の関係課

入力欄項目

都市安全部　建設室　道路政策課

健康福祉部　安心ﾈｯﾄﾜｰｸ推進室　地域福祉課

健康福祉部　安心ﾈｯﾄﾜｰｸ推進室　高齢福祉課



２　対話の状況

（１）実施概要

ア　日時：

イ　場所：

ウ　出席者： 以下のとおり

（２）確認できたこと

＜まちづくり協議会＞
宝塚市末成小学校地域まちづくり協議会
●

＜関係課＞
村瀬公共交通担当課長、宮田係長（道路政策課）、中川職員（道路政策課）
前田安心ﾈｯﾄﾜｰｸ推進室長、田辺高齢福祉課長、守川地域福祉課長

＜協働の取組推進担当次長＞
戸井室長

ア　現在の状況・課題点
自らの移動手段がなくなり、通院や買い物など移動が困難な高齢者が増える。特に市立病院への
通院が一番の課題である。しかし、人口減少や利用者の減少、運転手不足により、公共交通機関
のバスの増便や路線維持拡充は困難な状況にある。ライドシェアが検討されているが、法整備が
まだ追いついておらず、運用には至っていない。

イ　解決に向けた他地域の対策
通常のタクシーに乗れない要介護者や障碍者を対象に、NPO法人がタクシー料金の半額程度で会
員を輸送する「福祉有償運送」という制度があるが、乗車できる対象者や諸条件の基準がある。
西谷まちづくり協議会は自ら、青葉台自治会は市内のNPO法人生活支援の会あいかつの協力を得
て、地域住民がドライバーとなり、移動困難な住民のためにボランティア送迎を行っている。利
用者はガソリン代や駐車場代等の実費を負担している。

ウ　解決策の検討
青葉台自治会や西谷まちづくり協議会の対策に加え、元タクシー運転手や、シルバー人材セン
ターの登録者へ「有償ボランティア」として運転業務を依頼する仕組みづくりのアイデアが出た
が、道路運送法の観点から実現は難しい。今後、サウンディング調査を実施し、事業者との話し
合いの中で市として支援方法を検討する。

エ　今後について
市立病院への移動手段が大幅に減った山本地区と直行便が廃止された安倉地区において、11月下
旬より市立病院への移動手段に係るサウンディング調査を行い、早ければ来年度に実証実験を行
いたいと考えている。

宝塚市役所2-3会議室

令和5年（2023年）11月1日　10：00～11：10


